
令和４年度 名古屋市学校教育の努力目標及び重点事項について 

学習指導要領、「ナゴヤ子ども応援大綱」及び「名古屋市教育振興基本計画」を受け、 

令和４年度名古屋市学校教育の努力目標及び重点事項を定めた。 

【令和４年度学校教育の努力目標】 

ともに学び 自分らしく生きる 

○ 主体的・対話的で深い学びの実現を目指して、一人ひとりの興味・関心や能力、進度に

応じた「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実を図る。 

○ 子どもが、自他のよさに気づき、互いを尊重しながら自分らしく生きることができるよ

うにするために、安心・安全で幸せな居場所となる学校づくりを推進する。 

【令和４年度重点事項】 

校種 重  点  事  項 

幼 

稚 

園 

○ 心と体を十分に働かせ、主体的に遊びこむ幼児の育成

・ 幼児が思いの実現に向けて取り組むための学びの連続性を踏まえた環境の構成の

工夫 

・ 友達と工夫したり協力したりする協同的な活動の充実 

・ 多様な動きを楽しみ、体を動かす気持ちよさを体験する活動の充実 

○ 多様な人との関わりの中で、自分のよさや特徴に気付き、自信をもって行動する

幼児の育成 

 ・ 道徳性・規範意識の芽生えを育み、幼児が自分で考えたり気持ちを調整したりし

て行動するようになるための指導の充実 

小 

・ 

中 

学 

校 

○ 主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善の推進 

・ ＩＣＴを最大限活用した「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実 

・ 子どもが互いに関わり合い、支え合い、認め合うことを基盤とした学級づくり 

・ 実生活に生きてはたらき、各教科等の基本となることばの力の育成 

○ 自他のよさに気づき、自分らしく生きることのできる子どもの育成

・ 自他の命を大切にし、自他の存在を尊重する態度を育てる教育の推進 

・ 社会的・職業的自立に向けて必要な基盤となる資質・能力を身につけるためのキ

ャリア教育の充実 

・ 「なごや子ども応援委員会」との協働や、関係機関と連携した支援体制の充実 

・ 生涯を通じてすすんで運動に親しむための指導の充実 
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特 

別 

支 

援 

学 

校 

○ 主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善の推進 

・ ＩＣＴを最大限活用した「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実 

・ 子どもが互いに関わり合い、支え合い、認め合うことを基盤とした学級づくり 

・ 小中高等学校の学びの連続性を踏まえ、子どもの特性に応じた教科指導の充実 

○ 自他のよさに気づき、自分らしく生きることのできる子どもの育成

・ 自他の命を大切にし、自他の存在を尊重する態度を育てる教育の推進 

・ 障害による学習上又は生活上の困難を改善・克服するための自立活動の充実  

・ 家庭や地域、福祉・労働等関係機関と連携したキャリア教育の充実 

・ 「なごや子ども応援委員会」との協働や、関係機関と連携した支援体制の充実 

・ 生涯を通じてすすんで運動に親しむための指導の充実 

高 

等 

学 

校 

○ 自己実現を目指し、生涯にわたって能動的に学ぶ生徒の育成 

・ ＩＣＴを活用するなど、社会に求められる資質・能力の育成 

・ 基礎・基本的な知識及び技能の確実な習得 

○ 自他のよさに気づき、自分らしく生きることのできる生徒の育成

・ 自他の命を大切にし、自他の存在を尊重する態度を育てる教育の推進 

・ 「なごや子ども応援委員会」との協働や、関係機関と連携した支援体制の充実 

・ 変化する社会情勢に対応し、多様な他者と協働しながら活躍できるキャリア教育

の充実 



学校努力点の推進（創造していく学校づくり）

自
己
目
標
の

決
定
・
申
告

目
標
に
向
け
て
の

実
践

実
践
の
自
己
評
価

次
年
度
に
向
け
て

の
目
標
づ
く
り

検
討
・
実
践

教
育
に
関
す
る
理
解

お
よ
び
識
見
を
有
す

る
も
の
を
委
嘱

名
古
屋
市

教
育
委
員
会

公
表

保
護
者
・
地
域
住
民

Ｐ Ｄ Ｃ Ａ

学
校
評
議
員
制

学
校
関
係
者

評
価
委
員
会

保
護
者
・
地
域

住
民
等
関
係
者

学
校
関
係
者評

価

学
校
評
価

教
職
員
評
価

学
校
全
体
・
集
団
と
し
て
の

具
体
的
目
標
の
設
定

学
校
全
体
・
集
団
と
し
て
の

ま
と
ま
り
の
あ
る
教
育
実
践

自
己
評
価

学
校
全
体
・
集
団
と
し
て
の

評
価

今
後
に
向
け
て
の
目
標
づ
く
り

検
討
・
実
践

Ｐ Ｄ Ｃ Ａ

具体化 教職員の
連携協力

学校組織の活性化
と教育活動の充実

情報提供

意見聴取

情報提供

意見聴取 意見聴取

情報提供

学
校
努
力
点
（年
度
重
点
目
標
）

対
話
を
通
し
て
学
び
を
深
め
る

児
童
の
育
成

（
○
○
小の

例
）

学習指導要領
－生きる力をはぐくむ－

確かな学力（知）
豊かな人間性（徳）
健康・体力（体）

をバランスよく育てる。

※ 名古屋市立小中学校の
管理運営に関する規則

第７条 学校は学習指導要領
及び教育委員会が定める
基準に基づき教育課程を
編成するものとする

＜

資
料

※

名古屋市学校教育の努力目標（令和４年度案）

令和４年度重点事項（案）

ともに学び 自分らしく生きる

年度ごとに特に重点的に学校が取り組むべき
事項を校種ごとに示す

名古屋市
教育振興基本計画
－めざす「なごやっ子」像 －

○ なごやが大好きで、なごやを
もっとよくしたいと望んでいる

○ 豊かな感性と創造力を備える
○ 社会性を備え、他人を思いやり、
協力・協調する

○ 人生をたくましく生きる力を備える
○ 未来への夢を抱き、 学び成長
し続ける

ナゴヤ子ども応援大綱

～日本で一番子どもを応援し、
一人の子どもも死なせない

マチ ナゴヤ～


